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一 　
「
地
域
金
融
力
強
化
プ

ラ
ン
」
の
概
要
と
押
さ
え

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

１　
事
業
性
融
資
の
促
進

　
２
０
２
５
年
12
月
、金
融
庁
は「
地

域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し

た
。
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化

す
る
な
か
、地
域
企
業
の
人
手
不
足・

後
継
者
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
に
し
て
い

る
。

　
地
域
金
融
機
関
に
は
、
資
金
繰
り

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
援
機
関
や

専
門
家
と
連
携
し
、
地
域
企
業
の
事

業
承
継
問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉

え
、
事
業
買
収
な
ど
も
見
据
え
た
取

組
み
を
主
導
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、同
プ
ラ
ン
に
は「
有

形
資
産
に
乏
し
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
や
経
営
者
保
証
が
原
因
と
な
り

思
い
切
っ
た
事
業
展
開
を
躊
躇
し
て

い
る
事
業
者
等
は
、
資
金
調
達
に
大

き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
事
業
者
が
、
不
動
産
担

保
や
経
営
者
保
証
に
よ
ら
ず
に
、
事

業
の
成
長
可
能
性
に
基
づ
い
て
資
金

を
調
達
で
き
る
よ
う
、
地
域
金
融
機

関
に
よ
る
事
業
の
実
態
や
将
来
性
に

着
目
し
た
融
資
（
事
業
性
融
資
）
の

取
組
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
る
」

（
注
１
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
事
業

性
融
資
の
取
組
み
が
引
き
続
き
事
業

者
支
援
の
本
丸
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
い
う
事
業
性
融
資
に
は
、

当
然
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
や
は
り
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
２
０
２
６
年
５
月
25
日
施
行

の
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律（
以
下
、「
事
業
性
融
資
推
進
法
」

と
い
う
）
に
定
め
ら
れ
た
「
企
業
価

値
担
保
権
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
企
業

価
値
担
保
権
制
度
は
、
地
域
金
融
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ

り
、
同
制
度
の
円
滑
な
利
用
こ
そ
が

地
域
金
融
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
環

境
整
備
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

企
業
価
値
担
保
権
は
、
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
を
含
む
事
業
全
体
を
担

保
と
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
将
来
性

に
基
づ
く
資
金
調
達
を
行
い
や
す
く

す
る
担
保
制
度
と
し
て
設
計
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
金
融
機
関
が

注
力
し
て
き
た
事
業
性
評
価
の
取
組

み
の
評
価
の
結
実
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

２　
経
営
者
保
証
の
改
善

　
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
は
経
営

者
保
証
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

１　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
矜
持
を
示
す
企
業
価
値
担
保
権

１　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
矜
持
を
示
す
企
業
価
値
担
保
権

―
地
域
金
融
機
関
の
地
域
金
融
力
発
揮
への
期
待
―　

―
地
域
金
融
機
関
の
地
域
金
融
力
発
揮
への
期
待
―　

追
手
門
学
院
大
学

追
手
門
学
院
大
学  

経
営
学
部
長
・
教
授

経
営
学
部
長
・
教
授　　
水
野
水
野  
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一 　
業
種
別
支
援
の
着
眼
点

の
背
景

　
現
在
、
顕
在
化
し
て
い
る
人
口
減

少
は
社
会
構
造
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
経
済

活
動
の
生
産
面
、
販
売
面
に
影
響
を

与
え
、
事
業
者
の
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、事
業
者
は
、

従
来
の
延
長
線
上
の
対
応
だ
け
で
は

な
く
、
非
連
続
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
転
換
も
求
め
ら
れ
る
局
面
に
き
て

い
る
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
金
融
機
関
に
よ

る
事
業
者
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
い
っ
そ

う
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

支
援
内
容
は
、
複
雑
高
度
化
し
、
対

応
の
難
易
度
も
増
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
地
域
金
融
機
関
の

事
業
者
支
援
の
能
力
の
向
上
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。

　
金
融
庁
は
２
０
２
２
年
度
に
「
業

種
別
の
経
営
改
善
支
援
の
効
率
化
に

向
け
た
委
託
調
査
」
に
着
手
し
、
そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
２
０
２

３
年
３
月
に
「
業
種
別
支
援
の
着
眼

点
」（
以
下
、「
着
眼
点
」
と
い
う
）

を
公
表
し
た
。
以
来
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
対
象
業
種
（
10
業
種
ま
で
）

の
拡
大
、
業
界
の
特
徴
の
理
解
の
一

助
と
な
る
た
め
の
事
業
者
の
動
画
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
制
作
、
金
融
機
関
等

に
よ
る
活
用
事
例
等
を
展
開
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
の
金
融
庁
は
、
地
域
金

融
機
関
に
対
し
、
主
に
方
針
提
示
を

行
い
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
は
地
域
金
融
機
関
の
自
主
性
を

重
ん
じ
て
き
た
。
こ
の
着
眼
点
は
、

地
域
金
融
機
関
が
事
業
者
支
援
に
着

手
す
る
た
め
の
支
援
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
金
融
庁
は
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
起

点
に
地
域
金
融
機
関
の
事
業
性
評
価

等
の
取
組
み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
へ
の
方
針
提
示
に

と
ど
ま
ら
ず
、
現
場
実
務
の
後
方
支

援
を
行
っ
て
い
る
点
に
、
こ
の
着
眼

点
の
意
義
が
あ
る
。

　
こ
の
着
眼
点
が
、
今
後
の
地
域
金

融
機
関
に
と
っ
て
、
事
業
性
評
価
、

事
業
性
評
価
融
資
、
さ
ら
に
2
０
２

６
年
５
月
25
日
に
施
行
さ
れ
る
企
業

価
値
担
保
権
を
実
務
に
浸
透
さ
せ
る

う
え
で
有
用
な
起
点
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

二　
事
業
性
評
価
と
は

　
こ
こ
で
事
業
性
評
価
に
つ
い
て
改

め
て
述
べ
て
お
く
。事
業
性
評
価
は
、

地
域
金
融
機
関
が
顧
客
と
の
日
常
的

な
対
話
を
通
じ
て
事
業
を
理
解
し
、

将
来
の
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
源
泉
で
あ
る
経
営
資
源
や
事
業
構

造
を
把
握
し
た
う
え
で
、
顧
客
企
業

の
成
長
力
、
持
続
力
、
資
金
創
出
力

を
評
価
し
て
い
く
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

２　
業
種
別
支
援
の
着
眼
点
か
ら
始
ま
る
事
業
性
評
価
と

２　
業
種
別
支
援
の
着
眼
点
か
ら
始
ま
る
事
業
性
評
価
と

事
業
性
評
価
融
資
の
実
装

事
業
性
評
価
融
資
の
実
装

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構  

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長　　
渡
邊
渡
邊  
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一 　
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ

る
伴
走
型
関
与
の
あ
り
方

１ 　
事
業
性
評
価
を
実
効
化
す
る

た
め
の
目
利
き
力
と
支
援
力
の

高
度
化

　
企
業
価
値
担
保
権
は
、
中
小
企
業

金
融
に
お
け
る
担
保
・
保
証
偏
重
の

慣
行
に
対
し
、「
事
業
価
値
（
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
を
基
礎
に
与

信
判
断
を
行
う
」
と
い
う
方
向
性
を

制
度
面
か
ら
補
強
す
る
も
の
と
捉
え

ら
れ
る
。
法
的
な
裏
付
け
を
も
っ
て

「
借
り
手
と
貸
し
手
の
間
に
〝
特
別

に
緊
密
な
関
係
〞
を
構
築
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
制
度
」
と
い
う
こ
と

だ
が
、こ
の
〝
特
別
に
緊
密
な
関
係
〞

と
は
、
借
り
手
か
ら
の
定
期
的
な
業

績
報
告
や
貸
し
手
の
形
式
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
経
営

の
リ
ア
ル
な
実
態
を
把
握
し
た
う
え

で
必
要
な
取
組
み
を
支
援
し
、
企
業

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
積
極
的

に
関
与
す
る
関
係
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
企
業
価

値
担
保
の
拠
り
所
と
な
る
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
得
ら
れ
ず
、

担
保
権
の
価
値
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
が
、
事
業
の

「
目
利
き
力
」と「
支
援
力
」で
あ
る
。

事
業
性
を
評
価
す
る
目
利
き
力
は
従

来
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

を
評
価
す
る
だ
け
で
は
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
は
増
え
な
い
。
ま
た
、

具
体
的
な
根
拠
な
く
励
ま
す
だ
け
で

は
当
然
な
が
ら
経
営
は
好
転
し
な

い
。
つ
ま
り
、
こ
の
制
度
を
実
効
的

に
運
用
す
る
に
は
、
実
務
上
は
、
①

事
業
性
を
見
る
力
（
目
利
き
力
）
を

い
っ
そ
う
高
度
化
す
る
こ
と
に
加

え
、
②
評
価
し
た
内
容
を
実
際
の
価

値
に
具
現
化
す
る
能
力
（
支
援
力
）

を
併
せ
て
運
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　
評
価
が
精
緻
で
あ
っ
て
も
、
価
値

創
出
の
活
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
Ｐ

／
Ｌ
は
改
善
せ
ず
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
も
増
え
な
い
。
企
業
価
値
担
保

権
は
「
担
保
の
種
類
」
の
話
で
は
な

く
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
企
業

へ
の
関
与
の
あ
り
方
を
再
定
義
す
る

契
機
で
あ
ろ
う
。

２ 　
コ
ベ
ナ
ン
ツ
運
用
を
実
効
化

す
る
た
め
の
具
体
的
支
援
の
設

定
・
実
行

　
事
業
性
融
資
の
高
度
化
に
伴
い
、

財
務
コ
ベ
ナ
ン
ツ
や
非
財
務
指
標
を

含
む
約
束
事
（
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
等
）
の
整
備
は

重
要
性
を
増
す
。
コ
ベ
ナ
ン
ツ
は
、

貸
し
手
・
借
り
手
双
方
の
目
線
合
わ

せ
を
行
い
、
逸
脱
時
の
早
期
是
正
を

可
能
と
す
る
点
で
有
効
で
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、「
約
束
を
取
り
交
わ
す

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

３
　
企
業
価
値
担
保
権
下
の
伴
走
型
関
与
に
向
け
て

３
　
企
業
価
値
担
保
権
下
の
伴
走
型
関
与
に
向
け
て

―
目
利
き
力
と
支
援
力
を
組
織
実
装
す
る

―
目
利
き
力
と
支
援
力
を
組
織
実
装
す
る

標
準
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
採
算
可
視
化
―

標
準
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
採
算
可
視
化
―

ブ
レ
イ
ン
・
ア
ン
ド
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

ブ
レ
イ
ン
・
ア
ン
ド
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
　
　
　

　
　
　  

　
　
　
　

取
締
役
取
締
役  

マ
ネ
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ジ
ン
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ィ
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ク
タ
ー

マ
ネ
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ジ
ン
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タ
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澤
黒
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企
業
価
値
担
保
権
を
使
っ
た
新
た

な
融
資
制
度
が
５
月
25
日
に
始
ま

る
。
本
稿
で
は
、
金
融
機
関
の
実
務

で
企
業
価
値
担
保
権
が
ど
う
活
用
さ

れ
る
の
か
、
そ
の
際
の
課
題
、
金
融

業
界
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を

展
望
す
る
。

　
な
お
、
筆
者
は
金
融
機
関
に
所
属

す
る
者
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
は
す

で
に
企
業
価
値
担
保
権
の
導
入
検
討

を
進
め
て
い
る
金
融
機
関
、
さ
ら
に

は
金
融
庁
関
係
者
た
ち
の
取
材
を
踏

ま
え
た
内
容
と
な
る
。
企
業
価
値
担

保
権
付
き
融
資
と
は
、
経
営
者
、
社

員
ス
キ
ル
・
資
格
、
保
有
資
産
・
設

備
に
よ
っ
て
「
個
体
差
」
が
大
き
く

変
わ
る
「
生
き
物
」
の
よ
う
な
中
小

企
業
の
事
業
性
を
見
極
め
て
貸
し
出

す
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
融

資
・
審
査
担
当
者
は
、
本
稿
で
と
り

あ
げ
た
こ
と
だ
け
に
拘
泥
せ
ず
、
実

際
の
現
場
実
務
に
即
し
て
、
応
用
自

在
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。

一 　
企
業
価
値
担
保
権
は
な

ぜ
生
ま
れ
た
の
か

　
ま
ず
企
業
価
値
担
保
権
の
導
入
に

際
し
、
金
融
庁
で
ど
の
よ
う
な
議
論

や
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
か
を
簡
単

に
踏
ま
え
て
お
く
。

　
金
融
庁
で
遠
藤
俊
英
長
官
が
就
任

し
た
２
０
１
８
年
、
若
手
職
員
が
業

務
担
当
以
外
の
興
味
分
野
を
研
究
す

る
こ
と
を
奨
励
し
た
「
政
策
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
」
が
実
施
さ
れ
た
。
担
当
業

務
以
外
の
分
野
に
２
割
の
就
業
時
間

を
割
く
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
し
て
い
た
米
グ
ー
グ
ル
の

「
20
％
ル
ー
ル
」
を
知
っ
た
遠
藤
氏

が「
金
融
庁
に
も
導
入
し
て
み
よ
う
」

と
動
い
た
。

　
こ
こ
で
現
事
業
性
融
資
推
進
室
長

の
水
谷
登
美
男
氏
が
企
業
価
値
担
保

権
（
当
時
は
事
業
成
長
担
保
権
）
を

提
唱
し
、
研
究
が
始
ま
っ
た
の
が
発

端
と
な
っ
た
。
水
谷
氏
は
、
か
つ
て

銀
行
担
当
の
部
署
に
配
属
さ
れ
、
財

務
諸
表
と
不
動
産
担
保
に
過
度
に
依

存
し
た
融
資
実
態
を
目
の
当
た
り
に

し
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ン

キ
ン
グ
を
ど
う
実
践
し
て
い
く
の
か

と
い
う
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
。

　
そ
ん
な
折
、
旧
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
廃
止
の
担
当
チ
ー
ム
と
な
り
、

海
外
調
査
を
し
た
際
、
日
本
の
融
資

慣
行
・
法
制
度
が
海
外
と
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
腰
を
据
え

た
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
た
い
」（
水

谷
氏
）
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
政
策

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
活
動
が
始
ま
り
、

提
案
し
た
企
業
価
値
担
保
権
に
お
け

る
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
タ
ー
に
現
監

督
局
長
の
石
田
晋
也
氏
が
就
い
た
こ

と
も
組
織
内
で
の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
研

究
を
進
め
る
な
か
で
、
ち
ょ
う
ど
法

務
省
が
担
保
法
制
の
見
直
し
を
進
め

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

企
業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
体
制
整
備
に
向
け
て

４　
金
融
機
関
の
実
務
か
ら
考
察
す
る

４　
金
融
機
関
の
実
務
か
ら
考
察
す
る

企
業
価
値
担
保
権
の
展
望
と
課
題

企
業
価
値
担
保
権
の
展
望
と
課
題

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　　
橋
本
橋
本  

卓
典
卓
典

特
　
集
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近
時
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
注
目
さ
れ
、
昨
年
に
は
飲
料
メ
ー

カ
ー
や
事
務
用
品
を
中
心
と
す
る
通

信
販
売
会
社
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
、
企
業
の
事
業
活
動
へ
の
影
響
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
生
活
に
も

多
大
な
る
影
響
が
生
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
金
融
業
界
に
お
い
て
は
、
２
０
２

５
年
に
入
っ
て
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
証
券

会
社
の
口
座
を
狙
っ
た
不
正
取
引
が

増
加
し
、
不
正
な
取
引
金
額
は
、
７

０
０
０
億
円
を
超
え
る
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。
そ
の
手
口
は
、
認
証
情
報

の
窃
取
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
等
）
や
端

末
侵
害（
マ
ル
ウ
ェ
ア
）が
主
で
あ
っ

た
が
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口
は
高

度
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
金
融
機

関
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
本
企
画
は
、「
金
融
機
関
に
求
め

ら
れ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
実

務
対
応
」と
題
し
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
法
務
に
精
通
し
た
弁
護
士

と
、
企
業
の
実
情
に
即
し
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
態
勢
の
設
計
・
高
度
化
を
支

援
す
る
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
こ

の
２
名
に
よ
る
解
説
と
対
談
で
構
成

す
る
。

　
テ
ー
マ
ご
と
に
、
第
一
部
と
第
二

部
に
分
か
れ
、
第
一
部
に
て
、
テ
ー

マ
に
お
け
る
前
提
知
識
や
注
目
さ
れ

る
論
点
を
学
び
、
第
二
部
で
弁
護
士

と
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
対
談
で

具
体
的
な
考
察
を
加
え
て
い
く
。

一 　
証
券
口
座
乗
っ
取
り
事
件

の
概
要

　
近
年
、
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
サ

イ
バ
ー
脅
威
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
２
０
２
５
年
に
入
っ

て
急
増
し
た
日
本
の
証
券
口
座
を

狙
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
・
不

正
取
引
（
以
下
、「
証
券
口
座
乗
っ

取
り
事
件
」
と
い
う
）
は
金
融
業
界

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　
金
融
庁
が
公
表
し
て
い
る
２
０
２

５
年
１
月
以
降
の
月
ご
と
の
被
害
状

況
に
よ
れ
ば
、
証
券
口
座
へ
の
不
正

ア
ク
セ
ス
件
数
は
同
年
12
月
ま
で
に

累
計
約
１
万
７
５
５
９
件
、
不
正
取

テ
ー
マ
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、

金
融
庁
公
表
の
「
金
融
分
野
に
お
け

る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
で
特
に
注

目
さ
れ
る
「
経
営
陣
の
役
割
」「
リ

ス
ク
の
特
定
」「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ

リ
ス
ク
管
理
（
委
託
先
の
監
督
）」

に
焦
点
を
当
て
る
。

引
件
数
も
９
７
５
２
件
に
上
っ
て
い

る
。
不
正
ア
ク
セ
ス
件
数
は
同
年
４

月
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
後
は
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
不

正
ア
ク
セ
ス
・
不
正
取
引
の
発
生
は

依
然
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
証
券
口
座
へ
の
不
正
ロ
グ
イ
ン
の

主
な
手
口
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

の
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

の
手
法
で
あ
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
典
型
例
を
紹
介
し

た
い
。
ま
ず
は
証
券
口
座
の
ユ
ー

ザ
ー
（
利
用
者
）
を
実
在
す
る
証
券

会
社
の
サ
イ
ト
を
装
っ
た
偽
サ
イ
ト

に
誘
導
し
、
そ
こ
で
入
力
さ
せ
た
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
攻
撃
者
が
即
時

に
悪
用
し
て
正
規
サ
イ
ト
へ
同
時
ロ
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ミドルシニアのための
キャリア相談室

【第１話】
キャリア・コンサルタントとの出逢い
――キャリア形成の重要性と課題

あかほり・やすひろ●1983年清水銀行入行、５ヵ店の支
店長、本部を経験の後、54 歳の時に静岡県銀行協会に出向。
同協会勤務のかたわら、副業としてキャリア・コンサルタ
ント、研修講師等として金融機関行職員向けのキャリア支
援に取り組む。今年から本業として注力する。

あかほり・やすひろ●1983年清水銀行入行、５ヵ店の支
店長、本部を経験の後、54 歳の時に静岡県銀行協会に出向。
同協会勤務のかたわら、副業としてキャリア・コンサルタ
ント、研修講師等として金融機関行職員向けのキャリア支
援に取り組む。今年から本業として注力する。

＊本連載は、ストーリー形式で金融機関に務めるミドルシニア層（40～ 50 歳代）にスポットを当て、
その先の未来に向けたキャリア形成について考えるものである。ストーリーはフィクションであり、登
場する人物、団体、名称等はすべて実在のものとは関係ないことをお断りしておく。
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赤堀 保裕赤堀 保裕キャリア・コンサルタントキャリア・コンサルタント

純
喫
茶

わ
だ
ち

―
―
自
分
は
こ
の
先
支
店
長
に
な
れ
る
の
か
。
い
や
、
そ
も
そ
も
支
店
長
を
目
指

し
た
い
の
か
。

　
「
こ
の
ま
ま
定
年
ま
で
走
り
続
け
て
、
本
当
に
後
悔
は
な
い
の
か
？
」

　

そ
ん
な
問
い
が
、
頭
の
片
隅
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
20
年
以
上
通
い
続

け
た
通
勤
路
、
今
日
は
土
曜
日
で
仕
事
は
休
み
。
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
て
あ
ま

り
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
休
日
の
午
後
、
何
気
な
く
歩
い
た
路

地
裏
の
小
径
で
、
ふ
と
足
が
止
ま
っ
た
。

　

―
―
純
喫
茶
「
わ
だ
ち
」。

　

最
近
で
き
た
店
で
は
な
さ
そ
う
な
の
に
、
こ
れ
ま
で
存
在
に
気
づ
い
た
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ
「
わ
だ
ち
」
と
い
う
名
前
が
心
を
捉
え
た
の
か
。
先
日
、

ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
世
代
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
聞
い
た
講
師
の
言
葉
が
よ
み
が
え

る
。

　

―
―
キ
ャ
リ
ア
と
は
轍

わ
だ
ち

。
過
去
に
歩
ん
だ
道
の
跡
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
へ
続

く
軌
跡
。

　

私
は
、
そ
の
響
き
が
、
妙
に
胸
に
残
っ
て
い
た
。

　

午
後
の
西
陽
が
窓
か
ら
差
し
込
み
、
黄
昏
へ
と
移
ろ
う
光
景
を
つ
く
り
出
し
て

い
た
。
だ
が
そ
の
光
は
、
た
だ
の
斜
陽
で
は
な
か
っ
た
。
柔
ら
か
さ
と
力
強
さ
を

あ
わ
せ
持
ち
、
ま
る
で
「
人
生
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
偶
然
に
し
て
必
然
―
―
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
い
う
言
葉

が
浮
か
ん
だ
。
気
づ
け
ば
、
扉
に
手
を
か
け
て
い
た
。

　

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
、と
ベ
ル
が
鳴
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
４
席
、奥
に
テ
ー
ブ
ル
が
１
卓
。

昭
和
レ
ト
ロ
な
空
間
に
、間
接
照
明
の
柔
ら
か
な
光
が
灯
っ
て
い
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー

の
中
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
白
髪
ま
じ
り
の
60
代
男
性
。
穏
や
か
な
顔
立
ち
に
、

背
筋
は
伸
び
、
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
地
味
目
な
レ
ジ
メ
ン
タ
ル
の
ネ
ク
タ
イ
が
ど

こ
か
堅
い
勤
め
人
で
あ
っ
た
名
残
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
す
ね
」

と
マ
ス
タ
ー
が
私
に
声
を
か
け
る
。

　

席
に
つ
き
、
注
文
し
た
コ
ー
ヒ
ー
が
出
て
く
る
ま
で
の
間
に
マ
ス
タ
ー
と
話
を

し
て
い
る
と
、
マ
ス
タ
ー
は
元
銀
行
員
で
、
支
店
長
ま
で
務
め
、
55
歳
で
役
職
定

　

私
は
、
甲
銀
行
乙
支
店
の
次
長
、
岩
清
水
誠
一
、
48
歳
。

　

長
年
、
組
織
の
論
理
に
従
い
、
誠
実
に
銀
行
員
と
し
て
の
歩
み
を
重
ね
て
き
た
。

出
世
街
道
を
突
き
進
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
足
を
引
っ
張
ら
れ
た
こ

と
も
な
い
。
地
味
で
は
あ
る
が
安
定
し
た
「
組
織
謹
製
キ
ャ
リ
ア
」
を
形
成
し
て

き
た
と
い
え
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
こ
数
年
、
心
の
奥
に
は
靄
の
よ
う
な
も
の
が
か
か
っ
て
い
る
。




